
日本共産党米子市議団３月議会報告 

 

明るい米子 
２０１7年4月 

 日本共産党米子市議団／発行 

 米子市加茂町1－1  

  

市議会報告 

この報告は、市議会政務活動費で発行

しています。 

岡村英治議員 

日本共産党生活相談所  
  電話・Ｆａｘ ３２－５５９０ 

  米子市富士見町１３６ 

岡 村 え い じ 
  

電話 ２９－３４７５ 

 
http://jcpy.sakura.ne.jp/o/ 
 

ご意見をお寄せください。 

平
成

三
十

二
年

度
に

地
元

の
航

空

自
衛

隊
美

保
基

地
に
、

新
型

空
中

給

油
機

Ｋ
Ｃ

�
４

６
Ａ

を
３

機
配

備
す

る
、
と

い
う

防
衛

省
の

計
画

に
対

し
、
鳥

取
県

か
ら

意
見

照
会

を
求

め

ら
れ

て
い

た
米

子
市

長
は
、
同

意
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

 

二
月

に
開

か
れ

た
市

議
会

全
員

協

議
会

で
、
沖

縄
で

墜
落

し
た

オ
ス

プ

レ
イ

に
も

給
油

で
き

安
全

性
に

懸
念

が
広

が
っ

て
い

る
、
米

軍
と

一
体

に

な
っ

た
侵

略
的

機
能

を
も

つ
基

地
へ

と
大

き
く

変
質

す
る

―
な

ど
、
岡

村

英
治

議
員

は
配

備
の

危
険

性
を

指
摘

し
ま

し
た

が
、
議

長
と

欠
席

議
員

を

除
く

２
４

名
の

議
員

の
う

ち
、
岡

村
、

土
光

(
会

派
・

希
望

)
、

伊
藤

、

安
達

(
以

上
会

派
・

信
風

)
、

遠
藤

(
会

派
・

改
進

)
の

議
員

が
反

対

し
、

１
９

対
５

で
同

意
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

こ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、
市

長
は

鳥
取
県
に
同
意
回
答
し
ま
し
た
。

 

 

基
地

問
題

特
別

委
員

会
で
、
３

月

末
ま

で
の

今
年

度
中

に
航

空
自

衛
隊

美
保

基
地

へ
新

型
輸

送
機
Ｃ

�
２

が
３

機
配

備
さ

れ
る
、

と
の

説
明

が
あ

り

ま
し
た
。

 

岡
村

議
員

が
、
説

明
の

た
め

に
出

席
し

た
中

国
四

国
防

衛
局

の
担

当
者

に
配

備
費

用
を

た
だ

す
と
、
予

算

ベ
ー

ス
で

３
機

５
５

３
億

円
！

 
米

子

市
の

一
般

会
計

予
算

の
年

額
に

匹
敵

す
る
莫
大
な
ム
ダ
遣
い
で
す
。

 

機
体

購
入

費
以

外
に

も
、
基

地
に

格
納

庫
や

駐
機

場
を

整
備

す
る

費
用

と
し

て
１

６
５

億
円
、

来
年

度
以

降

計
４

機
配

備
さ

れ
る

大
型
ヘ

リ
Ｃ

Ｈ
�

４
７

分
を

含
め

る
と
、

施
設

整
備

費

用
は

２
０

０
億

円
以

上
に

膨
ら

む
計

画
で
す
。

 

ま
た

Ｃ
�
２

に
は

空
中

給
油

の
た

め

の
受

油
装

置
も

装
備

さ
れ

て
お

り
、

最
大

搭
載

量
３

０
ト

ン
の

兵
器
・
物

資
を

航
続

距
離

６
５

０
０

㎞
の

彼
方

(日
本
か

ら
ハ
ワ

イ
程
度

)ま
で
運
ぶ
こ

新
型
輸
送
機
Ｃ

-
２
配
備
で
海
外
派
兵
の
前
線
基
地
に

 

と
が

で
き
、
「
自

衛
隊

の
海

外
派

兵

能
力

が
大

幅
に

向
上
」

す
る

と
報

道

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

地
元

に
あ

る
美

保
基

地
、
米

軍
と

一
体

と
な

っ
て

海
外

派
兵

の
前

線
基

地
と

な
ろ

う
と

し
て

い
ま

す
。
新

た

な
危

険
な

段
階

に
踏

み
出

そ
う

と
す

る
動
き
は
許
せ
ま
せ
ん
。

 

安
全
へ
の
懸
念
の
声
を
無
視
し
空
中
給
油
機
配
備
に
同
意

 

   低
調

な
コ

ン
ビ

ニ
証

明
書

交
付

 

          「
費

用
対

効
果

」
で

も
問

題
 

 

国
民

に
と

っ
て
「
百

害
あ

っ
て

一
利

な
し
」
の

マ
イ

ナ
ン

バ
ー
制

度
。
国

は
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

の
普
及

に
む
け

自
治

体
に

ハ
ッ
パ

を
か
け

て
い

ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ

で

住
民
票

な
ど

の
証

明
書
発
行

が
で

き
る
よ

う
に

す
る
、
と

い
う

の
も

そ
の
一
つ
で
す
。

 

し
か

し
、
住

民
は

そ
ん

な
こ

と

を
望
ん
で
は

い
な
い
！

 
そ
の
こ
と

が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。

 

米
子

市
の
実
態

を
調
べ

た
と

こ

ろ
、
コ

ン
ビ
ニ
発
行

が
始

ま
っ

た

昨
年

６
月

か
ら

今
年

２
月

ま
で

の

間
、
カ

ー
ド

を
活

用
し

た
コ

ン
ビ

ニ
で

の
証

明
書
発
行

は
１

１
５

６

件
で
し
た
。

 

同
期
間

中
の
窓
口

で
の
証

明
書

の
総
発
行
件
数

は
９
万

６
２

６
４

で
し

た
か

ら
、
コ

ン
ビ
ニ

利
用

は

わ
ず

か
１
・
２
％

に
過
ぎ

な
い

こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
証

明
交
付
シ

ス
テ

ム
構
築

の
た

め
に

、
２

５
０

０
万

円
の
税
金

が
投

入
さ

れ
て

い

ま
す
。
「
費

用
対
効

果
」
と

い
っ

た
面

か
ら

も
問

題
で

す
。
カ

ー
ド

を
持

ち
歩

く
こ

と
で
、
盗
難
・
紛

失
の

危
険

が
増

し
ま

す
。
そ

ん
な

も
の

に
税
金

に
よ

る
莫

大
な
投

資

を
す

る
こ

と
は
、
ム

ダ
遣

い
以

外

の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
廃
止
を
！

 

美保基地関連施設の配置（図は防衛省資料より） 

憲法を守ろう 
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① 平成２９年度米子市後期高齢者医療特別

会計予算 

② 「沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を

日本政府に求める意見書」の採択を求め

る陳情 

③ 公契約条例の制定による適正賃金・労

働条件の確保と地域経済の振興を求め

る陳情 

④ 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充

を求める意見書」の採択を求める陳情書 

⑤ テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設

に反対する陳情書 

議案、陳情に対する各議員の態度 

   ○賛成  ×反対 ① ② ③ ④ ⑤ 

共産党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ 

蒼生会      

岩崎 康朗 ○ × × × × 

尾沢 三夫 

門脇 一男 ○ × × × × 

田村 謙介 ○ × × × × 

三鴨 秀文 ○ × × × × 

三穂野雅俊 ○ × × × × 

湯浅 敏雄 ○ × × × × 

渡辺 穣爾 ○ 

信 風  

安達 卓是 ○ × × × × 

伊藤ひろえ ○ × × × × 

稲田  清 ○ × × × × 

中田 利幸 ○ × × × × 

村井  正 ○ × × × × 

公明党 

今城 雅子 ○ × × × × 

前原  茂 ○ × × × × 

安田  篤 ○ × × × × 

矢田貝香織 ○ × × × × 

希 望 

国頭  靖 ○ ○ ○ ○ × 

土光  均 ○ ○ ○ ○ ○ 

矢倉  強 ○ × × × × 

山川 智帆 ○ × × × × 

改進  

遠藤  通 ○ × × × × 

岡田 啓介 ○ × × × × 

戸田 隆次 ○ × × × × 

コモンズ 杉谷第士郎 ○ × ○ × × 

議長   

× × × × 

  
岡

村
英

治
議

員
は

大
要

４
点

に
つ

い
て

一
般

質
問

し
、
市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

 
 

野
坂
市
政
を
総
括
す
る
 

  
住

民
の

声
に

耳
を

傾
け

な
い

 
 岡

村
 

中
海

の
水

質
浄

化
を

求
め

て
活

動
し

て
い

る
団

体
、
産

廃
処

分
場

建
設

に
反

対
し

て
い

る
団

体
な

ど
に

直
接

会
っ

て
話

を
聞

こ
う

と
さ

れ
な

か
っ
た
。

 

市
長

 
個

々
の

案
件

に
つ

い
て

は
、
公

務
の

日
程

等
も

あ
り
、
お

会
い

で
き

な
い

場
合

も
あ

る
。
組

織
と
し
て
担
当
部
署
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

 

�
実
態
と
か
い
離
し
た
答
弁
で
し
た
。

 
 

  国
言

い
な

り
に

職
員

減
ら

し
、

民
営

化
推

進
 

 岡
村

 
国

言
い

な
り

に
「
行

財
政

改
革
」
を

進

め
、
ご

み
の

有
料

化
、
公

共
料

金
に

引
き

上
げ

て

き
た
。
学

校
給

食
や

保
育

園
で

民
営

化
を

強
行

し
、
職

員
を

減
ら

し
て

き
た
。
市

民
は

国
か

ら
押

し
寄

せ
る

荒
波

に
さ

ら
さ

れ
、
職

員
は

働
く

意
欲

を
阻
害
さ
れ
た
。

 

市
長

 
取

り
組

み
を

進
め
、
危

惧
さ

れ
た

危
機

的

な
財

政
状

況
か

ら
脱

却
、
市

の
活

性
化
、
福

祉
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

�
市

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

疾
患

に
よ

る
長

期

休
業

者
数

が
年

間
２

０
人

以
上

に
も

な
り
、
定

数

削
減

に
よ

る
市

職
員

へ
の

し
わ

寄
せ
、
市

民
サ

ー

ビ
ス
の
低
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 

産
廃
処
分
場
建
設
ス
ト
ッ
プ
 

 

汚
染

さ
れ

た
地

下
水

の
福

井
水

源
地

へ
の

影
響

 
 岡

村
 

お
い

し
い

と
評

判
の

米
子

の
水

道
水
。
米

子
の

水
に

長
年

携
わ

っ
て

き
た

専
門

家
が
、
産

廃

処
分

場
で

汚
染

さ
れ

た
地

下
水

が
福

井
水

源
地

方

面
に

流
れ

る
可

能
性

が
あ

る
、
と

指
摘

し
て

い

る
。
こ

う
し

た
意

見
に

耳
を

傾
け

て
判

断
す

べ

き
。

 

水
道

局
長

 
そ

の
地

質
研

究
者

か
ら

解
析

結
果

を

い
た

だ
く

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。
注

視
し

な
が

ら

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
 

無
理

無
体

な
建

設
計

画
は

白
紙

に
戻

せ
 

 岡
村

 
産

廃
計

画
地

の
約

半
分

は
市

所
有

地
。
米

子
市

が
正

式
に

使
う

こ
と

を
認

め
て

い
な

い
市

有

地
を

使
う

こ
と

を
前

提
と

し
た

処
分

場
の

計
画
。

県
条
例
手
続
き
に
入
っ
た
が
、
無
効
だ
。

 

市
長

 
適

切
な

施
設

で
あ

れ
ば

市
有

地
の

存
在

は

事
業
の
是
非
の
要
件
で
は
な
い
。

 

岡
村

 
一

般
廃

棄
物

し
か

埋
め

立
て

ら
れ

な
い
、

そ
う

い
っ

た
開

発
協

定
・
覚

書
も

改
定

し
て

な

い
。
市

の
同

意
も

な
い

市
有

地
使

用
を

前
提

と
し

た
計

画
を
、
臆

面
も

な
く

堂
々

と
広

告
・
縦
覧

す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
白
紙
に
戻
す
べ
き
。

 
  

こ
の
ほ

か
、
▽

お
年

寄
り

の
運
転
免
許
証
返
納

に
向

け
て
▽

国
保

の
県
単
位

化
に

向
け

た
取

り
組

み
�
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

 【
平

成
二

十
九

年
度

米
子

市
後

期
高

齢
者

医
療

特

別
会
計
予
算
】
 

  
後

期
高
齢

者
医
療

保
険

の
軽

減
措
置

が
、
こ

の

平
成
二
十
九

年
度

か
ら
３

年
間

か
け

て
段
階

的
に

縮
小

さ
れ
、
新

年
度
、
軽

減
さ

れ
る
総
額

は
１
８

０
０
万
円
圧
縮

さ
れ
、
対
象

者
一

人
当

た
り
７
１

０
０
円

も
の
増
額

に
な

り
ま

す
。
年

金
は

減
ら

さ

れ
る

一
方
、
後

期
高
齢

者
医
療

保
険

料
は
負

担

増
。
値

上
げ

を
見
込
ん

だ
保
険

料
収

入
と

な
っ

て

い
る
同
特
別
会
計
予
算
に
反
対
。
 

 【
「
沖

縄
の

声
に

共
鳴

し
て

地
方

自
治

の
堅

持
を

日
本

政
府

に
求

め
る

意
見

書
」
の

採
択

を
求

め
る

陳
情
】
 

 

沖
縄

県
で

は
、
「
辺
野
古
新
基

地
建

設
」
を
最

大
の
争
点

に
し

て
戦

わ
れ

た
こ

の
間

の
地

方
選
、

国
政
選
挙

で
い
ず

れ
も
「
建

設
反

対
」
を
掲

げ
た

候
補

が
勝
利

す
る

と
い

う
民

意
が
示

さ
れ

て
い

ま

す
。
ま

た
、
県
議

会
で

は
２

０
１
５

年
９
月

の

「
政
府

に
辺
野
古

建
設

断
念

を
求

め
る

意
見

書
」
、
１
６

年
６
月

の
「
高
江

ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設

中
止

を
求

め
る

意
見

書
」
が

可
決

さ
れ

て
い

ま

す
。
こ

う
し

た
地

方
の
声

を
生

か
す

の
が

国
の
役

割
で
す
。

 

国
は
、
沖
縄

の
過
重

な
基

地
負

担
と
被

害
の

実

態
、
海
兵
隊

の
一
大
出
撃
拠
点

に
な

る
新
基

地
の

危
険

性
な

ど
を
完
全

に
無

視
し
、
憲
法

が
定

め
た

自
治
権

を
侵

害
し

て
い

ま
す
。
県
民
の
声
が
い
か
さ

れ
る
よ
う
国
に
求
め
る
た
め
、
陳
情
を
採
択
す
べ
き

で
す
。

 

 【
公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正
賃
金
・
労
働
条
件

の
確
保
と
地
域
経
済
の
振
興
を
求
め
る
陳
情
】
 

  
尼
崎

市
で

公
契

約
条

例
制

定
に

つ
い

て
論
議

し

た
際
、
「
な
ぜ

公
契

約
条

例
は

必
要

か
？
」
と
題

し
た
レ
ポ

ー
ト

が
出

さ
れ
、
そ

の
中

で
公
契

約
条

例
の

意
義

と
し

て
①

公
正
競
争
・
公

正
労

働
の

実

現
、
②
自
治

体
発

注
の
仕

事
で
ワ

ー
キ

ン
グ
プ
ア

を
つ

く
ら

な
い
、
③

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
安
全

と
質

の
確
保
�
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

 

「
公
契

約
条

例
の
制

定
に

向
け

た
検
討

を
お

こ

な
っ

て
く

だ
さ

い
」
と

い
う
趣
旨

の
同
陳
情

を
、

ぜ
ひ
採
択
も
し
く
は
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
で
す
。

 

 【
「
最

低
賃

金
の

改
善

と
中

小
企

業
支

援
の

拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
】
 

 

最
低
賃

金
（
時

給
）
の

引
き

上
げ

に
つ

い
て
、

平
成
二
十
八
（
２

０
１
６
）
年
度

の
最
高

は
東
京

都
９
３

２
円
、
鳥

取
県

は
７
１
５
円
、
最

低
は
宮

崎
、
沖
縄
両

県
の
７
１
４
円

と
な

り
、
東
京

で
も

年
額

約
１
９
４
万
円

で
年
収

２
０

０
万
円

以
下

の

ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
、
最

低
の
沖
縄
、
宮
崎

で
は

年

収
約
１
４
９
万
円

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
そ

し

て
、
地
域

間
格
差

が
前

年
度

よ
り

さ
ら

に
広

が
っ

て
い
ま
す
。

 

欧
米

な
ど

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
よ

う
に
、
中

小
企

業
へ

の
直

接
支
援

と
セ
ッ
ト

に
「
今

す
ぐ

ど

こ
で

も
１

０
０

０
円

に
し

て
、
１
５

０
０
円

を
め

ざ
す
」
、
こ
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

 【
テ

ロ
等

組
織

犯
罪

準
備

罪
（
共

謀
罪
）
の

創
設

に
反
対
す
る
陳
情
書
】
 

 

共
謀
罪
法

案
が
、
国

会
上

程
さ

れ
ま

し
た
。
安

倍
内
閣

は
、
国

民
の
内
心

を
処
罰

す
る
「
共
謀

罪
」
の
“
呼
称
”
を
「
テ
ロ

等
準
備
罪
」
と

し
て

宣
伝

し
て

い
ま

す
が
、
看
板

に
偽

り
あ

り
、
で

す
。

 

共
謀
罪

の
本

質
は

国
民

の
内
心

を
処
罰

す
る

こ

と
で

す
。
そ

し
て

対
象

が
無
限

定
で
、
一

般
人

も

日
常
生

活
も

対
象

と
し

て
、
捜
査

機
関

の
監

視
の

網
の
目

が
広

が
る
監

視
社

会
を
招

く
こ

と
に

な
り

ま
す
。
憲
法

が
保
障

す
る
基
本

的
人
権

を
侵

す
も

の
と

な
ら
ざ

る
を
得

ま
せ
ん
。
共
謀
罪

の
創

設
に

反
対
す
る
同
陳
情
の
採
択
を
主
張
し
ま
す
。

 

   □
�

議
案

・
陳

情
に

対
す

る
 

                          党
市

議
団

の
態

度
�

□
 


